(未来医学研究会のいま<特集III>)BMC OB/OGの近況報告 by 武田 朴
(未来医学研究会のいま<特集III>)BMC OB/OGの近況
報告
著者名 武田 朴
雑誌名 未来医学
号 31
ページ 114-115
発行年 2018-02-15
URL http://hdl.handle.net/10470/00031885
未来医学研究会のいま特集Ⅲ
114　Fu t u re  Med ic i ne   No.31 2018
21期卒業の武田朴と申します。今年で71歳
となりました。いまだに、大学に行っては研
究を手伝ったり、非常勤で講義を受け持たせ
ていただいています。定年退職後縁があり、
東京工科大学臨床工学科に教授として着任し、
それも定年退職し、現在は客員教授として非
常勤でいくつかの講義を受け持っています。
現在は9月から1月までは週に3回は東京工科
大学で講義をするために行くほか、共同研究
をしている関係上年間を通して、週に何日か、
東京工科大学に伺っています。大学に移って
からの足掛け7年間で7本ほど論文の著作を手
伝いました。未来が広がる学生との交流はあ
まり未来が広くない私を大変元気づけるもの
があります。35年前に社長に来た非常勤講師
の依頼を「若いものにやらせろ」の一言で私
のお鉢が回り、90分×15回分の原稿を作り、
講じるのは結構つらい思いでしたが、機会を
与えていただき、何とかやり通したことがい
まだに仕事をいただけるという意味で、大変
プラスになったと思います。後輩の皆さんに
も大変な仕事をする機会とやり通せるだけの
頑張りがあると自分が期待したほどではない
にしろ、良い結果が得られるように思います。
趣味の世界では、学生時代から参加してい
たギタークラブのOB会に参加し、今年もOB
演奏会に参加しました。また地域のギターク
ラブに参加し、団地のお祭り、公民館のお祭
り、小学校のお祭りに参加して下手なギター
をひいています。ギタークラブ設立50周年の
記念会に歌手生活50年を迎えた加藤登紀子さ
んを迎え伴奏に参加させていただき、得難い
経験もしました。齢70を超えた仲間の話題に
来年何をやろうかという話題がでるのは大変
幸せなことだと思っています。若い皆さんも
現役を引退したときにも明日の予定がある生
委員会のME技術実力検定試験委員会にて福
島医療機器産業推進機構でご活躍のOBの大庭
和夫さんと（写真5）。これも若い技士・技術
者教育の一環です。
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活を送るためには今から、趣味を持って育て
ていくことが必要と思います。
同期のなかま　21期は同期の岩島さんの御
家族が所有されている式根島の別荘で夏に皆
さんで宿泊して釣りをしたり、歌を歌ったり、
お酒を飲んだりする会が長い間続きました。
また雫の会という飲み会を松田さん、荻野さ
ん、他の方を加えて毎年行っています。参加
者は21期に限っておりませんので参加をご希
望の方はご連絡いただければ案内を差し上げ
ます。
余計な一言、我が家には今猫が五匹います。
表で養っている猫が1匹にそのおこぼれをい
ただいている猫が2、3匹います。捨てられた
ねこが子供を産み、放っておけば野良猫が増
えるばかりなので、やむなく捕まえて避妊手
術を受けさせたところ、家にいついてしまっ
た猫たちです。前いた猫が、20年以上生きま
した。最後に家に来た猫が現在3歳なので、
私が平均寿命まで健康に生きれば、終わりま
で面倒を見られると思いますが、この後に猫
が来ると終わりまで面倒は見られません。こ
れ以上は引き受けられないと思います。お願
いだから猫を捨てないでと思います。
2008年 に バ イ オ メ デ ィ カ ル カ リ キ ュ ラ ム
（BMC）を卒業してから、ちょうど10年が経過
しました。入学式で岡野先生から「新しい医
療機器を開発するためには、医療を深く知ら
なければならない。BMCは医学部6年間分の
医療知識を10ヶ月間に凝縮させた講義、頭の
中に医療の辞書の背表紙ができれば良い。」と
いう言葉を頂戴したことを今でも鮮明に覚え
ております。学生時代に光機能性材料の開発
で学位を取得した身としては、BMCの講義・
実習の内容は今後の新しい医療機器の開発の
ためにも大変有意義でした。また、未来医学
研究においては、「先進医療と未来医学2030
年」といった大テーマのもと、チームの目標
を生活の質（Quality of life）を向上させる未来
医療とし取り組みました。個人テーマでは、
未来の医療ニーズを調査し、光機能性材料の
開発スキルとBMCで学んだ医療を融合させた
『「管」を「光導波路」にする末梢型肺がんの
革新的光治療』を提案し、第32回未来医学研
究会大会において最優秀発表をさせていただ
きました。わずか10ヶ月間のカリキュラムで
したが、未来の医療の姿の分析結果に対し、
理論的に医療と技術を融合させ、想像なりに
も新しい医療機器を想像できたことは、今で
も私の財産になっております。
卒業後は新しい医療機器開発のための探索を
業務としてスタートさせることができました。
現在ではコンビネーションデバイスといわれ
ておりますが、ドラッグとデバイスを融合さ
